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志
免
町
の
文
化
財
指
定
プ
レ
ー
ト

　

海
軍
炭
鉱
・
国
鉄
炭
鉱
の
遺
跡
群
（
７
）
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奥
の
壁
の
左
下
に
「
近
代
化
産
業
遺
産
」
の
石
碑
が

あ
り
ま
す（
写
真
７
）。
こ
ち
ら
は「
旧
勝
田
線
跡（
志

免
鉄
道
記
念
公
園
、
志
免
鉄
道
公
園
、
上
亀
山
駅
公

　

志
免
町
に
「
登
録
有
形
文
化
財
」
と
「
近
代
化
産

業
遺
産
」
の
プ
レ
ー
ト
が
石
碑
と
し
て
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
紹
介
で
す
。

　

シ
ー
メ
イ
ト
駐
車
場
か
ら
竪
坑
櫓
を
囲
む
フ
ェ
ン

ス
へ
向
か
う
と
、
内
側
に
石
碑
が
二
つ
並
び
、
そ
の

前
に
説
明
板
が
立
っ
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。
写
真

２
は
説
明
板
の
タ
イ
ト
ル
の
部
分
で
す
。
右
側
の

石
碑
は
文
化
庁
が
「
旧
志
免
鉱
業
所
竪
坑
櫓
」
を

「
登
録
有
形
文
化
財
」
に
指
定
し
た
も
の
（
写
真
３
）。

左
側
は
経
済
産
業
省
が
「
近
代
化
産
業
遺
産
」
を
認

定
し
た
も
の
で
（
写
真
４
）、
①
志
免
鉱
業
所
竪
坑

櫓
（
竪
を
堅
と
誤
記
し
て
い
る
の
で
注
意
が
必
要
）

②
斜
坑
（
第
八
坑
連
卸
坑
口
）
③
産
業
遺
産
収
蔵
庫

の
所
蔵
物
（
第
八
坑
扇
風
機
坑
口
プ
ロ
ペ
ラ
、
そ
の

他
出
土
遺
物
）
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
５
の
手
前
に
見
え
る
の
が
、
産
業
遺
産
に
認

定
さ
れ
た
斜
坑
の
坑
口
（
現
在
は
柵
で
ふ
さ
が
れ
て

い
る
）、
奥
が
竪
坑
櫓
。

　

写
真
６
は
「
志
免
鉄
道
記
念
公
園
」
に
保
存
さ

れ
た
手
動
の
転て

ん
て
つ轍
機
（
線
路
の
切
り
替
え
を
行
う
）。

ソ
ン
」（
役
割
を
失
っ
た
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
る
も

の
）
の
地
名
版
と
言
え
そ
う
で
す
（
見
る
人
が
見
れ

ば
貴
重
？
）。
南
里
駅
は
戦
前
、筑
前
参
宮
鉄
道
（
後

の
勝
田
線
、
廃
線
）
の
志
免
駅
と
上
亀
山
駅
の
間
に

あ
っ
た
駅
な
の
で
、言
う
な
れ
ば
「
も
と
南
里
駅
前
」

な
の
で
し
ょ
う
が
。

▲５

１

３

４

園
、
志
免
緑
道
公
園
）」

を
一
括
し
て
認
定
し
て

い
ま
す
。
写
真
８
は
旧

国
鉄
勝
田
線
志
免
駅
の

駅
名
標
識
で
、
右
（
下

り
）
が
下
宇
美
駅
、
左

（
上
り
）
が
上
亀
山
駅

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

写
真
９
は
お
ま
け
。

粕
屋
中
学
校
近
く
の
交

差
点
の
信
号
機
で
、
駅

ど
こ
ろ
か
線
路
す
ら
な

い
と
こ
ろ
に
「
南
里
駅

前
」
と
堂
々
と
書
か
れ

た
不
思
議
な
標
識
。
こ

れ
は
作
家
赤
瀬
川
原
平

ら
が
主
張
し
た
「
ト
マ
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